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20０５年から20１３年に全国で救急搬送された心室細動患者について、消防庁がまとめたデータ
を活用して、一般市民によるＡＥＤ使用の有無と、１カ月後に患者の脳機能がどの程度回復して
いるかを調べたそうです。その結果、一般市民によるＡＥＤの措置を受けた患者の割合は０５年
の１．１％から１３年には１６．５％に増え、順調に回復した患者は６人から２０１人へと大幅に増
加しています。公共の場に設置されたＡＥＤの台数は、約１万台から約４２万台まで増えていま
す。
AEDの使用により、間違いなく多くの命を救っているようです。
ＡＥＤ：　 心臓が細かく震えて血液を全身に送れない心室細動を起こしている場合に、瞬間的に
強い電気ショックを与えて、正常な状態に戻す機械。心室細動を起こすと１分経過するごとに救
命率が約１０％低下すると言われていて、５分以内に電気ショックを与えるのが望ましいとされて
います。20０４年から医療従事者以外でも使えるようになっています。
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京都大健康科学センターの研究結果です。
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